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「隈」を基盤とした文 化・ 学 術
古在豊樹＊
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「文化」という言葉からは，芸術・学術・宗教・道徳・
伝統などを連想する場合が多いが，本稿では「文化・
学術と燐業の関係」，「生活文化と展的生活の関係」，
さらには「持続性科学の基盤としての股学・市民科
学」について考えてみたい
1. Cultureと農業の関係
広く知られているように，文化は cultureの訳語
であり，また， cultureの原義は「耕作」であるそ
して， 「耕作」の原義から，教旋，修毅，訓練など
の意味が脈生している．
ところで，英語には cultureを含む複合語が数多
くある．たとえば， agricultureは隈業， horticulture
は園芸， hydrocultureは水耕， aquacultureは（魚介
類 •海藻の）養殖 ・ 養殖産業， sericulture は養蚕，
arboricultureは育樹 apicultureは養蜂（ミツバチ飼
育）， floricultureは草花栽培， viticultureはプドウ栽
培， tissuecult1reは組織培養などである（図 1上） ．
なお， agricultt1rcのagriはラテン語で「畑」を意味
するようである
つまり，英語の cultureは，日本語では，文化だ
けでなく，耕，作，業，芸，養，殖，産，育栽，
培，飼などの多様な漢字で表現されている（図1下）．
逆に，これら多様な漢字の意味の総体が，英語では
一つの単語cultureで表されていることになる
いずれにせよ，文化一般は，古来， 「燐（畑） ・農
林水産生態系」における日常的な作業・生活と深い
閥わりがあったことが，英語 cultureとそれに対応
する日本語の意味からわかる．腹業（実際には，農
林水産業）は「生きもののculture」を通じて，芸術・
学術・宗教・道徳に関わる文化的基盤を創り出して
きたその意味で，殿業は，古来，文化を育む土壌
となってきた
なお，単に自然を感じ自然に親しむだけと，それ
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固 l 英語cultureは，文化だけでなく，
多様な漢字で表現されている
に加えて，自然に働きかけ 「culttre」する燐園芸作
業とは，大きな共通点はあるものの，異なる点があ
るしかし，その点については本稲では深入りしな
いことにする．
2. 農業を基盤 とした
生活文化とその周辺
農業は，工業や商業よりも自然の影響を強く受け
る他方，炭業を生業（なりわい）とする人間は，
田畑の器作物や里山の草木が自然の影響を強く受
けるのを畏れながらも，自然に誠意をもって働きか
け，自然の生命を育むことにより，日々の糧を得て
vヽる．
生態系における生き物に絶えず働きかける燐業
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を基盤として築かれてきた技芸・工芸あるいは
連歌，狂言，御伽草子，盆踊りなどを含む生活
文化が，それぞれの時代の知識人により洗練さ
れ，様式化されて，日本では，華道，茶道，香
道，和歌，雅楽，日本画などの伝統文化あるい
は芸術，さらには学術・宗教・道徳などに昇華さ
れていった（囮 2).
洗練された日本文化においても， 「生態系に
おける一員としての人間と自然との交流」さら
には「人間が自然に働きかけることによる創，
造」は本質的に重要な意味を有している．胆業
や日々の生活に基盤を匹く文化，すなわち，生
活文化あるいは周辺（限界）文化・大衆文化に
おいては， 「自然と人間との交流」重要性が純
粋芸術より直接的に表れやすくなる．そして，
生活文化の継続的な活性化が，洗練された文化を理
解する人々を次第に増やし，そのことにより，洗練
された文化を楽しむ社会が育っていくのだと思わ
れる，
なお，欧米では一神教であるキリス ト教の影響を
長年にわたり多く受けてきたこともあって生活芸
術と純粋芸術の境界が比較的明確であったようで
ある（松田善幸，私信による） ，そして，純粋芸術
の多くは，神聖な教会の空間やごく一部の上流階級
の居住空間にのみ見られた，他方，日本では，多神
教の影響を受けていることから，両者の境界が必ず
しも明確でなく ，純粋芸術的な工芸品や美術品が，
少なくとも数十年前までは，市民生活の中に市民芸
術品と同居していたようである，
3. 自然生態系における人間の
歴史的位 置 と他生物との関係
地球上に生命が最初に出現したのは 35~40億年
前，動物が最初に出現したのは6~8億年前である．
また，人類の祖先が現れたのは約500万年前，現世
人類がアフリカに表れたのは約15万年前，そして，
千人程度の現世人類がアフリカを出て，地球上に広
がっていったのが約6万年前と言われている（図 3).
他方，人類が採取・狩猟生活から股耕・牧畜に移り
はじめたのは約 1万年前，比較的涵度な文化を築き
始めたのは約7,000年前，そして，都市社会が構築
され市民が出現したのは 2,000~3,000年前のこと
だと言われている地球上の過半数の人が電気を利
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用し，自動車に乗るようになったのは過去数十年の
ことである．つまり，生命の歴史，人間の歴史から
考えると人間が都市に住むようになったのは，つい
最近のことなのである．
さて， 「今を生きること」および「子孫を残すこ
と」は生物の基本的機能である．この基本的機能に
関わる生理や感覚にかかわる追伝子が環境に適応
して質的に変化するには数十万年あるいはそれ以
上の年月が必要であるしたがって，現在の人間が
保有する遺伝子の大半は，いまだに採取・狩猟時代
に適応したものであり，股耕・牧畜に適応している
追伝子は一部だけだともいえるとりわけ，人工都
市の文明に適応して変化した遺伝子は，たとえあっ
たとしてもほんの一部である
つまり，脳の知的な活動により人間が都市生活環
境に適応しているのは，遺伝子のレベルの変化では
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なく，社会的な文化伝達のレベルの変化，言い換え
れば（脳）の知的活動レベルの変化なのである．都
市生活への文化的な適応が進んだ人間でも，生理や
感覚に関わる「ヒト」としての迫伝子は数十万年前
とほとんど同じなのである．そして，それらの追伝
子の機能の多くは現在の便利な社会で生きていく
にはほとんど必要とされずにいる
さらに最近の分子生物学の発展は，人1hりの追伝
子の一定部分は，微生物，昆虫，植物と共通である
ことを明らかにしているつまり，人間のゲノム（遺
伝子の総体）の中には， 35億年前から現れ始めた各
種生物の遺伝子の一部が組み込まれているである
から，人間は自然生態系の中で綿々と生きてきた生
物としての側面を有するのである．
私たちの生きがいや心身の健康を考えるとき，人
間のゲノムの遅い変化速度および他生物のゲノム
との部分的な共通性を無視するわけにはいかない．
私たちが，理性を超えて，感覚的，生理的に自然と
交流していると感じられるのは，地球誕生以来の生
物における遺伝子のゆるやかで多様な変化を考え
ると，決して不思琺ではない身体を動かしている
遺伝子の機能を無視して，心〈脳〉を動かしている
遺伝子の機能だけで生きようとしてもそうはいか
ない心身一如（心と身体は一体である）の全人的
な生き方がもっとも人間らしいのである．
他方，人類の祖先が農耕を始めてから現任までの
わずか約 1万年の間に，言語や栽培植物を含めた文
化一般が地球上にここまで伝達・拡散・進化し得た
のは，生命が地球上に誕生してから現在までの悠久
の約 35億年に比較すると，驚きである．今や，人
類は，人間 •生態系 ・ 地球 ・ 宇宙の過去と未来を，世
代や世紀を超えて，また大陸空問を超えて，短時間
に伝達し，また理解し得るのである人間のこの比
類なき特徴を活かして，より良い地球社会を創り出
したいものである
4. 「農的生活」を取り入れた
「人生の質」の向上
以上のことを今さら改めて述べるのは，現在，私
たち都市生活者は，晨作業の体験が少ないために，
一方では，文化 (culture)と農業の根源的な関係を
日常的に忘れがちだと感じられるからである他方
では， 股産物の安全 • 安心をことのほか気にし，ま
た将来への漠然と した不安を感じているようだか
らである
自然と人間の直接的な交流，さらには「耕， 作，
業芸，養，殖産，育，栽 培」を伴う農園芸作
業が日々の生活の中に適度にあれば，「文化と股業」
の深い関係，さらには，生態系における多様な生命
（いのち）の時間的および空間的なつながりをより
実感できるさらには，地球的課題ともなっている
環境 ・食料・天然資源の問題が日々の自分の生活と
強くつながっていることが実感できる
そして，複雑系と しての生物や生態系に関する身
体感覚が磨かれ，心と身体が一体化しやすくなる．
そして， 「今を生きること」，「今活かされている
こと」のありがたさが実感されるのである．その意
味で最近，家庭園芸や市民股圏を楽しむ都市生活
者が増えて，脹作業を通じての自然との交流を生活
文化の一部として楽しみ，それにより彼らが豊かな
時間を過ごしているのは喜ばしいことである
5.教育的・行政的 ・
政治的・産業的な配 慮
他方では， 21 世紀の心•生命 ・環境 ・ 共生の時代に
おいても，20世紀の物質文化的な価値観や専門分化
的な価値親をいまだに引きずっている人，自然との
交流や農園芸に興味がない人，あるいは関心はある
がどこから自然との交流や農園芸に手をつけて良
いかわからない人が現代社会には少なくない
そのような人々でも，自然との交流あるいは農園
芸作業を体験する機会さえあれば，その楽しみを発
見し，実感する場合が多いと思われるとくに，子
供はそうであるしたがって，その機会を日常生活
や学校生活の種々の側面で増やす配慮は，家庭人，
教育者，行政者，政治家，産業人，地域住民として
大切なことだと感じる
農園芸・自然への体感的理解を嵩めて，豊かな時
間を過ごすことが，その人の生活の質ひいては人生
の質を店めることになる（古在 2008)．そして，
その在まりを実感する人々が社会に増えることが，
21世紀における社会全体の生活文化レベルの向上
につながるのではないか
教育および行政の視点からは，この価値観の転換
は，情緒障害・うつ症状を緩和し，心身バランスの
崩れを軽減し，省資源・環境保全の意識を高め，ひ
、9
228 股業および園芸 第 84巻第2号 (2 0 0 9年）
いては，地域犯罪を少なくし，
防犯費の軽減にもつながる．
さらには，医療贄や
実際 このような背荻から，上述の 「農的」体験
の機会を増やす活動は，担当官庁， 自治体・担当課
あるいは NPO•学校 ・大学などにより ， 個別的には既
に数多く行われている
これらの活動をより実のあるものにするには，そ
れら組織の有機的なネットワークを構築して，全国
的，統合行政的，草の根的な活動にすることが必要
である地球全体に持続可能な福祉社会が広がるよ
うにするのには，日本においても，この統合事業を，
教育・行政・政治・産業の関係者が地域住民とパート
ナーシップを組んで，前進させることが望まれる．
6.農業 ・農学を基盤 と した統合
科学の構築ー開発性科学から
持続合性科学 ヘ ー
上述の論鏃を踏まえて，以下では，文化の一部を
構成する科学に限定して，今後，進むべき方向を考
えて見よう ．
日常生活や教育においてだけでなく ，また，燐園
芸学研究に限らず，科学研究一般においても，生態
系の一部としての屈村・牒地，また，生態系の一員
としての人間，生態系の構成要素としての人聞社会，
そして何よりも， 「農園芸や自然と文化との関係を
体験的に理解した生き方」 という東洋思想的叡智
（表 1の持続性科学技術の視点に近似している）が
表 l 持続性科学技術と開発性（西洋）科学技術の特徴比較表 （その 1)
l 持続性科学技術（モード2の科学） 開発性科学技術（モード1の科学） I 
万物は流転する（ヘラクレイトス） 万物はアトムで楕成される（デモクリトス）
因と縁（えん）が寄り集まって事物が成立 l根本原理と因果律にもとづき事物が展開
部分からなる全体をあるがままに把握 全体から分離した部分を分析・解釈・再合成
普逼性・創造性・多様性・個性を追求 灌遍性・綸理性・客観性を追求
生成•発展の過程•関係の本質を愛（め）づる 1構造と機能を極める
東洋的・東洋思想的・東洋医学的な志向 欧米的・西洋科学的・西洋医学的な志向
曖昧・異質と矛盾・対立するものを受入れる智慧 曖昧・異質と矛盾・対立するものを排除 ヽ
環境の保全と人類の営存を志向 フロンティアの拡大と人類の発展を志向
人間・社会の内発的成長が労働の目標 個人・社会の経済成長が労働の目標
共生原理，共有，公共財を重視 自由競争原理と私有制を重視（予定調和を期待）
地方主権・分散協調的傾向 中央集権的傾向
心が豊かな時間の過ごし方を宮と考える 物質・エネルギー・情報の価値を宮と考える
アリストテレスの論理学に固執せず，野生の思考を受入れアリストテレスの論理学（同一律・排中律・矛盾律）に依拠．機
る．生物的世界載 械的世界観．
研究対象は絶えず変化する過程そのもの 研究とは不変・普遍な法則・事実の抽出 I 
観察・桐察・経験・跳躍的推論(abduclion)に基づく研究も容 再現・実証が可能な実験に基づく研究を頂視 I 認
甚性・アニミズムは科学的考察の対象 益性・アニミズムは科学の対象ではない
時間の流れが回転（輪廻），多種の時間が存在 時間の流れが一方向物理的時間のみが存在
I生と死は交流し輪廻する 生の終わりが死
多神教・アニミズム •仏教・古代ギリシャ l二位一体モデル 1一神教・キリスト教・イスラム教ユダヤ教 I 
1母性的，植物的，生命中心 父性的，動物的，言語中心
内なる自然（精神）と外なる自然を同等視 l内なる自然（精神）と外なる自然を非同等視 I 
1心身一如 心身二元論（デカルト），知は力（F.ベイコン）
1自然・人間・社会のマンダラ的世界像をより深く理解する方向
1に研究対象が変化
より遠大，より微視的，より高い，より深いものに研究対象が1
変化
科学と自然が日常性と生活実感と関連 科学と自然が日常性と生活実感からかい離
！自然・人工物・人間の3者が調和 i物質・人工物と生命がかい離
：自然・文化財と人間との関係性の全体を統一 自然と文化財を保全，または保護する I 
ゲノムと生態学を統合する生命科学の時代 物質・エネルギー・情報科学が発展の時代 I 
：心・環境 •生命 （いのち）を育む 巨大科学技術が発展し，生命が操作される ！ 
1メ右ー脳ジの）機能（直観リズム，全体，統合，芸術， バターン'イ-,li左脳の機能（理性，推論 部分，分析，計算言語） l 
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表 l 持続性科学技術と開発性（西洋）科学技術の特徴比較表（その2)
持続性科学技術（モード2の科学） 開発性科学技術（モード1の科学）
1人間と他生物は， DNAで遺伝情報が伝達され，遺伝子の総
体と環境により多様性が表現される生き物． 人間は他の生物とは異なる特別の存在
「過去約35億年にわたりヒトのゲノム（遺伝子の総体）に菩積 「過去約35億年にわたりヒトのゲノムに蓄積された自然」と「人
された自然」と「人間が外部社会に創り出してきた文化の産 間が外部社会に創り出してきた社会文化の産物」との調和を
物」との調和を重視 非重祝
辺境から発生する内発的発展自己組織化を志向 理念・目標にもとづく外発的発展を志向
進化(evolution)による多様性増加に基づく，営存性の維持 進歩(advancement)，生産効率，発展・成長・フロンティア開
と絶滅の危険回避を重視 拓を狙視
ゆるみ，あそぴ，いやし，自然治癒力 規則・規律，目標管理，故障原因究明，故障部品交換
地下資源の過大利用による地球環境劣化抑制のために，再 地下資源（石油，石炭，天然ガス，鉱石）の利用による近代
生可能資源の循環利用を志向 化社会の構築
資源利用の節約を循環利用・再利用より重視 資源の循環利用・再利用を資源利用の節約より重視
閉鎖（内部循環）型生産システムを志向 開放型（一方向）生産システムを志向
心身の健康と持続可能性を志向 金銭価値，地位，権力に関して上昇志向
生態系と風土を共有する地域を社会システムの単位とする適国家を社会システムの単位とする拡大志向
正規模志向
アマルティア・センの「良く生きるための」経済学 ケインズ流の近代経済学
専門家・市民•NPO等が共に科学技術政策を提案 選ばれた有識者・専門家が科学技術政策を提案
複数の専門分野を有する科学技術者達が集合して，市民・ 専門学問分野（ディシプリン）が1つだけの科学技術者達が
MPOと共に学問分野を超えて議論 集合して，その学問分野の中だけで議論
ポスト近代化能力（意欲，思考力，創造性，対人能力，目標 近代化能力（基礎学力，学習による知識獲得，学歴）の向上
達成力）の向上を重視 を重視
ハイパー・メリトクラシー （超業績主義）を重視 メリトクラシー （業績主義）を重視
Linux, Wikipedia, Web2.0（高速自動知識検索・集積・統合・MS Windows,電子辞書，スーパーコンピュータ，データベー
利用知的分散協調ネットワークシステム） ス， Webl.O
南方熊楠の曼陀羅思考，鶴見和子の内発的発展論，中村 ニュートンカ学，熱力学第1，第2法則，エントロピー増大の法
桂子の自己創出系，共生ゲノム生態経済学などのアイデア 則， Bohrの量子力学， Einsteinの相対性原理， Darwinの「種
の関係と論理を応用可能な形で理綸化した，複雑系に関す の起源（進化論）a,Schrodinger「生命とは何か」等の成果が
る科学体系の溝築を希求 思想•世界観に影響
Heisenbergの不確定性原理， Prigogineの散逸構造理論， Monodの「偶然と必然」，カオス・ファジイ・
フラクタル・ニュー ラルネットワー ク・複雑系理論
注）表lは，マイケル・ギボンズ(l997)，吉川弘之(1999,2006)，鶴見和子(1981,2002)，中村桂子(2004)，本田由紀
(2005)，広井良典(2001,2006)，梅田望夫(2006)，ドラッカー ，T.(2005)，倉阪秀史(2006)，竹村牧男(2007)，松田義幸
（編）（2005)およびその他多数の資料を参考にして作成した
必要とされている生態系の全体や人間社会の全体
を体感的に理解し，また人問の心と身体を一体とし
て見る統合的な見方や体系的な手法を，今後の人問
研究，環境研究などにより広く導入すべきだと思わ
れる．
そして，東洋思想的方法論と西洋思想・西洋科学
の方法論を一段階上の叡智のレベルで統合し，この
統合により，複雑なシステムの部分と全体を一体に
見る方法を開発するのである．実際，たとえば， 21
世紀になって，医学の分野では，東洋医学と西洋医
学を統合する試み（統合医学）さらには全人的医療
の試みが盛んになっている
さらに，たとえば，心と身体の健康におよぼす，
漢方薬・機能性野菜・機能性食品・内分泌攪乱物質
（棗境ホルモン） ・園芸セラヒ゜ー・芳香（アロマ）セ
ラヒ゜ーなどの影響に関する領域横断的・統合的な研
究方法論を構築しようという動きが広がっている
（図4).
これらの研究対象は，多くの変位からなり，それ
らの値が時問的・空間的に変動し， しかも各変品の
値が小さく，定址的な計測が困難であることが多い
のが特徴であるさらに変母間に相互作用がある
ことがある．したがって，これらの問題は因果閑係
がきわめて複雑であるが，研究対象が個人ではなく
社会的集団の全体あるいは地球生態系の全体の問
題になれば，その複雑さはさらに格段に増す．
` ・
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微址多成分が人間の心と身体におよぼす影壱
モード2の科学とは，社会に解放
された科学研究，すなわち，市民，
産業界，政府の専門家などが対等な
立場で参加して，現実社会の複合的香り，景観，花の色漢方薬
機能性野菜 機能性食品
問題を解決する，新しい知識生産方
法・科学方法論のことである．その
名は，マイケル・ギボンズら (1997)
により提唱されたなお，モード2いのちを育む作業 ュニバー サルデザイン
の科学に対して，モード 1の科学と
各種のパリアー 安らぎ緑空間
内分泌かく乱物質 環境汚染物質
は個別学問分野の内的論理で研究
の方向や進め方を決める従来の知
識生産の方法論を意味する
アレルギー 物質 モード2の科学では現実社会の
固4 人間の心と身体におよぼす微位の多変量
問題，比較的大きな問題としては，
たとえば，エイズ・広域感染症，地
球温暖化，砂漠化，Web2. 0型情報
社会，飢餓・貧困・戦争，少子長寿化このような分野では，①分析よりも統合，②規格
化・均質化よりも多様化・個性化，③有機的よりも生
物的，④競争よりも共生，⑤直線よりも曲線，⑥理
解よりも悟り，⑦集中よりも協調分散を比較的に重
視することになる（表 1).
従来，このような複雑な問題に関する研究は，研
究者には敬遠されてきたこれらの因果関係を明確
には証明しにくく，多大な時間が必要なわりには，
その成果が研究業紹として認められにくいからで
ある他方，多くの優秀な研究者が，最近，情報処
理技術を発展させて，これらの方法論を進展させつ
つある．
21世紀においては，上述の多変嚢で複雑な課題に
対して，価値観の変換と新たな方法論の確立により，
古在 (2007a, 2007b)に詳しく述べられているよう
に開発性科学から持続性科学への方向転換が強く
求められているのである（図4).
7. 農 的生活を基盤とした
市民科学の構築をモード 2の
科学の方法論で
以上の議論から，古来，股業を基盤として文化が
築かれてきたように，今後は， 「農的生活」を基盤
として市民文化や市民芸術が発展し，その学術面と
しては，市民科学が発展すると考えられる．この市
民科学は，モード2の科学と呼ばれる方法論で発展
しやすくなる．
などの社会的公共的または産業的な問題を研究課
題とする特定地域の問題としては，医療，洪水，
犯罪多発，環境破壊などの問題がある．このような
持続性科学的・市民科学的な問題は，福祉，環境・資
源医療，公共政策政治・経済，食料生産など複
数の学問分野の専門家に加えて，市民，政策決定者
などが参加して，超学的・領域横断的に研究をしな
ければ解決策が見出せない．
つまり，モード2の科学の方法論により市民科学
を進展させ，その成果を持続性科学としてより大き
な枠組みの中で体系化させ，さらに，従来の開発性
科学の成果の一部と統合させることが（[g]5), 21 
世紀の私たちに与えられた大きな使命の1つなので
ある．
蛇足であるが，モード2の方法論が有効なのは科
学技術に限ったことではないかつて，展耕が家族
総出，農村総出で行われ，女性，若者，子供が生活
文化の創造と継承に大きな役割を果たしてきた．そ
の発展形として，21世紀でも，市民文化，生活文化，
生活芸術の創造と継承に，女性，若者，子供など多
様な人々が，モード2の方法論を通じて，大きな役
割を演じることになる多様性こそが次の世紀に残
る，真に創造的なものを生み出す源泉だからである．
8. グローナカルな視点
モード2の科学による市民科学の進展を通して持
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図5 「モー ド 2の科学」の方法詮で市民科学を進
展させ，それを基盤の 1つとして持続性科学
の構築を図る
続性科学技術を進展させるには，「グローナカル
(glonacal)」な視点が必要になる（古在 2007a,
2007b). Glonacalは， global,nationalおよぴ local
の合成語で，地域 • 国 ・地球を重ねて理解する視点で
ある（図6).
フラット化，ネットワーク化，インターネット化，
グローバル化された現代の社会においては，個人，
地域，国および世界の問題の関係性が強まり，私た
ち各人が地球市民の一人であることを自覚させる．
他方では，グローバル化の下で個人あるいは地域
が自律的に生き生きと存続し進化するには，個人が
地域社会とその文化や伝統にしつかり根付いてい
ること，すなわちローカリゼーションが必須となる
結局 21世紀には，ローカルに根付いたグローバル
グローナカル(glonacal)な視点
化，さらには国・国民 (national)にも根付いたグ
ローバル化，すなわちグローナカル (glonacal)な生
き方と持続性科学技術の進展が必要とされるので
ある．グローナカルな視点を持つことにおいても，
「牒的な生活」は大いに有効である．
9. 千葉大学環境健康フィール
ド科学センターの挑戦
上述のような状況下で，グローナカルな視点から
市民科学そして持続性科学の発展に貢献するため
に，千葉大学の柏の葉キャンパスに，「環境・健康・
フィールド（自然） ・東洋思想・園芸」をキーワード
にした，「環境健康フィールド科学センター」が2003
年 4月に設置された柏の葉キャンパスは，茨城県
つくば市と東京・秋葉原駅を結ぶ鉄道新線「つくば
エキスプレス」の柏の葉キャンパス駅から徒歩5分
の位囮にある．
専任教員 20名足らずの小規模な研究センターで
あるが，このセンターの設立理念と目標は，本稿に
おける上述の内容にほぼ等しいものである現在は，
①漢方治療と園芸セラヒ°ーの統合，②シックハウス
症候群を解決するための住宅・建材の開発およびそ
のまちづくりへの応用，③身体運動を伴う地域コ
ミュニケーション能力の開発，④森林セラヒ°ー ，⑤
市民 ・大学•NPO ・ 地方自治体の協働による局地気象
の計測とその利用，⑥薬用植物の生産とその利用，
⑦ミツバチの飼育を通じての自然交流と地域住民
交流⑧カレッジリンクによる世代を超え
た生涯学習プログラムの開発，⑨燐業生産・
都市園芸における CO2排出乱の削減，⑩省
エネルギー・環境保全型の植物生産システ
ムの開発などを通して，地域の衷揉改善に
よる住民生活の質の向上に取り組んでいる
今後は，これら領域横断型・統合型の課題を，
地域の自治体， NPO,住民，企業らと協働
して，さらに統合していく予定である．
専任教旦の従来の専門分野は，園芸学 8
名，医学4名，教育学2名，薬学2名，環
境学 2名などであるが，現在は，それらの
ロー カル（地域），ナショナル（国），インタ ナーショナル（国際，国々 ），
グロー バル（地球）
専門分野を超えて領域横断的に上述の課題
に取り組んでいるさらに，他学部•他大学
のデザイン学，看護学，環境工学などを専図6 モード2の科学，市民科学および持続性科学の進展
にはグローナカルな視点が必要とされる
門分野とする教員が参加して，公民学協同
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のプロジェクト研究が行われているその理念と目
標ならびに現在の地域における実践活動状況は，参
考文献（古在 2006a,2006b)およぴ本センターの
ホームページ (htp://www. h.chiba-u. jp/ center/) 
に述べられている．
1 0. おわりに
本稿では，まず，英語 cultureの語源と複合語に
対応する日本語の漢字から， 「文化」と 「駿業」の
関係について考察した．次いで，展業を基盤とした
生活文化とその周辺について論じ，さらに，自然生
態系における人間の歴史的位置と他生物との遺伝
子的関係について検討した
上述の考察から，「燐的生活」を取り入れた 「人
生の質」の向上に関する考え方を提案をし，さらに
教育に関する社会的配慮の必要性を論じた最後に，
股業 ・股学あるいは心•生命 ・ 環境 ・ 共生を基盤とし
た持続性科学を楕築することの重要性を指摘した
その構築のためには，モード2の科学の方法論で市
民科学を進展させ，それらの成果を統合させる必要
があることを述べた．
21世紀の学術が，地球生態系の多様な自然と持続
性の維持・向上に貢献する方向で進化し，それが人
類の幸せにつながるには，市民社会・行政・企業・政
治・教育にかかわる人々がグローナカルな視点から
互いにパートナーとして参加する必要がある．同様
なことは，学術だけでなく芸術・哲学を含む文化一
般についても言えるようにも思われるが，それを論
じることは箪者の能力をはるかに超えるので，今後
の検酎に待ちたい
追記： 本原稿は，日本股学アカデミーのホームベー
ジに掲載した同じ題名の論壇原稿を加箪修正
したものである．
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